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工藤支部長（右）に表彰状が手渡される

熱心に耳を傾ける参加学生インターンシップ勉強会

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
並
び
に
当
組

合
が
取
り
組
ん
で
き
た
『
問
屋
町

内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
推
進
運

動
』
が
、
２
０
１
９
年
９
月
22
日

（
日
）
を
も
っ
て
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
８
千
日
を
達
成
し
た
。

　

８
千
日
達
成
を
記
念
し
て
９
月

26
日
（
木
）
に
、「
問
屋
町
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
推
進
運
動
」
決
起

大
会
を
開
催
。
問
屋
町
会
館
で
開

か
れ
た
決
起
大
会
で
は
、
当
支
部

が
青
森
警
察
署
と
青
森
交
通
安
全

協
会
の
連
名
で
表
彰
さ
れ
た
。

　

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）
７

月
28
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同
運

動
は
、
こ
れ
ま
で
残
念
な
が
ら
３

度
ほ
ど
千
５
百
日
達
成
前
に
記
録

が
ス
ト
ッ
プ
。
４
度
目
の
挑
戦
と

な
っ
た
今
回
は
、
鬼
門
の
千
５
百

日
を
ク
リ
ア
す
る
と
２
千
日
、

３
千
日
と
順
調
に
記
録
を
更
新
。

こ
の
た
び
足
か
け
22
年
で
８
千
日

の
大
記
録
を
達
成
し
た
。

　

運
動
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
年

４
回
の
交
通
安
全
街
頭
指
導
で
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査
も
実
施
。
運

動
開
始
時
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

未
着
用
率
が
10
％
を
超
え
て
い
た

の
が
、
今
年
９
月
の
街
頭
指
導
で

は
未
着
用
率
０
％
を
記
録
。
ま
た

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
や

問
屋
町
内
及
び
周
辺
道
路
等
の
交

通
診
断
を
毎
年
実
施
し
、
事
故
防

止
に
役
立
て
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
地
道
な
活
動
の
継
続
が
今
回
の

記
録
達
成
に
つ
な
が
っ
た
。

　

決
起
大
会
で
工
藤
支
部
長
は

「
会
員
事
業
所
が
一
丸
と
な
り
、

問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
９

千
日
を
達
成
す
る
た
め
交
通
ル
ー

ル
を
遵
守
す
る
」
と
記
録
更
新
を

誓
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
達
成
記
念
事
業
と
し

て
会
員
事
業
所
に
「
も
ち
も
ち
お

や
き
」
を
従
業
員
の
人
数
分
配
付

し
、
み
ん
な
で
記
録
達
成
を
祝
っ

た
。

　

県
内
の
５
つ
の
卸
団
地
で
運
営

す
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
で
は
、
９
月
27
日
（
金
）
に
青
森

中
央
学
院
大
学
で
秋
季
合
同
企
業

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
同
大
学
３
年

生
ら
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
今
年
度
よ
り

組
合
員
企
業
の
人
手
不
足
解
消
や

若
者
の
県
内
定
着
を
目
的
に
県
内

の
大
学
で
合
同
企
業
説
明
会
を
開

始
。
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
１
回
目
と
な

る
今
回
は
組
合
員
企
業
22
社
が
参

　

組
合
で
は
青
森
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
、
組
合
員
企
業
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
組
合
員
企
業
３
社

が
参
加
し
、
９
月
20
日
（
金
）
に

１
回
目
と
な
る
勉
強
会
が
問
屋
町

会
館
で
開
催
さ
れ
た

　

近
年
、
多
く
の
組
合
員
企
業
で

人
材
確
保
難
が
続
き
、
そ
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
新
規
学

卒
者
の
採
用
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
実
施
が
有
効
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
地
元
中
小
企
業
で
は
ノ

ウ
ハ
ウ
が
な
い
、
対
応
で
き
る
人

材
が
い
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ

で
組
合
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
す
る
組
合
員
企
業
の
支
援

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
青
森
県
出
身
で

死亡事故ゼロ８千日達成記念　決起大会

会館にも
記念の横断幕

加
し
、
学
生
に
業
務
内
容
や
働
き

方
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

現
在
は
仙
台
市
を
拠
点
に
人
事
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る

嶋
田
葵
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

迎
え
、
午
前
中
は
参
加
企
業
を
訪

問
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
午
後
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
概
要
を
学
ん

だ
後
、
嶋
田
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
各
社
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
こ
の
後
、

各
社
が
つ
く
っ
た
プ
ラ
ン
に
実
際

に
大
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
う
体

験
会
を
実
施
。
各
社
の
プ
ラ
ン
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
完
成
を
目

指
す
。
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22
年
を
か
け
問
屋
町
内

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
８
千
日
の
記
録
達
成

合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
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第
４
回
理
事
会
が
９
月
24
日

（
火
）
に
問
屋
町
会
館
で
開
か
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
事
務
局
か
ら

は
、
第
27
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー
及
び
第
８
回
問
屋
町
従
業

員
親
睦
交
流
会
の
参
加
状
況
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お

り
。

案
件
一
．
労
務
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
予
防
接山形流通団地が来訪

楽しく懇談する交流会参加者

トロフィーを手にする優勝者の金津氏（左）

スピーチで盛り上がる合同交流会

外食産業展

種
の
実
施
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の

開
催
が
承
認
さ
れ
た
。

案
件
二
．
組
合
員
施
設
の
売
却
及

び
新
規
組
合
員
の
加
入
承
認
に
つ

い
て

案
件
三
．
組
合
員
施
設
の
賃
貸
に

つ
い
て

案
件
四
．
つ
な
ぎ
資
金
の
借
換
に

つ
い
て

案
件
五
．
新
年
会
の
開
催
に
つ
い

て案
件
六
．
２
０
１
９
年
度
第
５
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
問

屋
町
配
送
㈱
の
第
２
回
取
締
役
会

も
開
か
れ
、
提
出
案
件
全
て
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

９
月
20
日
（
金
）、
㈿
山
形
流

通
団
地
の
理
事
ら
５
名
が
、
当
卸

団
地
に
視
察
来
所
し
た
。

　

山
形
流
通
団
地
で
は
「
安
心
・

安
全
で
魅
力
あ
る
団
地
造
り
」
を

目
指
し
、
先
行
事
例
と
し
て
当
卸

団
地
を
視
察
。
は
じ
め
に
当
組
合

の
藤
本
専
務
理
事
が
当
卸
団
地
の

安
心
・
安
全
事
業
や
環
境
事
業
等

を
説
明
。
そ
の
後
、
活
発
な
意
見

交
換
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

９
月
13
日
（
金
）
の
午
後
７
時

か
ら
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
、
問

屋
町
従
業
員
親
睦
交
流
会
が
開
催

さ
れ
た
。
８
回
目
と
な
っ
た
今
回

は
、
30
代
、
40
代
の
組
合
員
従
業

員
ら
24
名
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
よ
り
多
く
の
参

加
者
と
交
流
で
き
る
よ
う
２
回
の

席
替
え
を
実
施
。
自
己
紹
介
コ
ー

ナ
ー
で
は
各
自
が
「
青
森
県
内
の

　

組
合
員
の
㈱
プ
リ
モ
と
㈱
い
し

お
か
が
中
心
と
な
り
「
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ

ｓ
外
食
産
業
展 

ｉ
ｎ 

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
」
を
開
催
し
た
。
９
月
４
日

（
水
）、
５
日
（
木
）
の
両
日
、
青

森
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
た
同
展

示
会
に
は
業
務
用
食
品
や
厨
房
機

器
、
食
器
な
ど
を
取
り
扱
う
企
業

１
８
９
社
が
出
展
し
た
。

　

近
年
、
青
森
県
に
も
多
く
の
訪

日
外
国
人
を
含
め
大
勢
の
観
光
客

が
来
訪
し
て
お
り
、
今
後
も
増
え

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
背
景
の
中
、
観
光
・
ホ

テ
ル
・
給
食
等
の
外
食
産
業
界
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
充
実
と
調

理
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
同
展
示
会
は
開

催
さ
れ
、
外
食
産
業
界
の
展
示
会

と
し
て
は
東
北
最
大
級
。
会
場
は

多
く
の
来
場
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
た
。　

　

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
（
同

友
会
）
と
問
屋
町
支
店
長
・
所
長

連
絡
会
（
青
友
会
）
の
合
同
交
流

会
が
９
月
20
日
（
金
）、
ホ
テ
ル

青
森
で
開
催
さ
れ
、
両
会
会
員
及

び
事
務
局
職
員
合
わ
せ
て
32
名
が

参
加
し
た
。

　

青
友
会
の
佐
々
木
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
同
友
会
の
一
戸
会
長

に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
交
流
会
は

ス
タ
ー
ト
。
両
会
の
恒
例
と
な
っ

て
い
る
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
を
実
施

す
る
な
ど
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
９
月
14
日
（
土
）
に
は

22
回
目
と
な
る
両
会
合
同
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。

　

青
友
会
・
同
友
会
会
員
と
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
を
含
む
23
名
が
６
組
に

分
か
れ
ラ
ウ
ン
ド
。
秋
空
の
な
か

天
候
に
恵
ま
れ
、
珍
プ
レ
ー
好
プ

レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
だ
。今
回
は
セ
ブ
ン
・

イ
レ
ブ
ン
青
森
問
屋
町
一
丁
目
店

の
金
津
オ
ー
ナ
ー
が
初
優
勝
を
飾

り
、
表
彰
式
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授

与
さ
れ
た
。

お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
」
を
発
表

し
、
そ
れ
を
ネ
タ
に
各
テ
ー
ブ
ル

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
初
参
加
で
不

安
だ
っ
た
が
同
年
代
の
方
ば
か
り

で
会
話
が
弾
み
、
す
ぐ
に
打
ち
解

け
る
こ
と
が
で
き
楽
し
か
っ
た
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第 591 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 2019年10月号

第
６
回
合
同
交
流
会

同
友
会
・
青
友
会

山
形
流
通
団
地
が
来
訪

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
予
防
接
種

の
実
施
に
つ
い
て
な
　
　
ど

承
認

第
４
回
理
事
会

同
年
代
が
集
ま
り
異
業
種
交
流

組
合
員
企
業
が

外
食
産
業
展
開
催
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公立大学法人　青森公立大学
理事長

八桁　幸男  氏

９
月

５
日
▽
商
団
連
事
務
局
長
会
議

（
～
６
日
）

　
　

▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
２

回
役
員
会

10
日
▽
第
７
回
問
屋
町
防
災
訓
練

12
日
▽
第
６
回
問
屋
町
合
同
清
掃

13
日
▽
第
８
回
問
屋
町
従
業
員
親

睦
交
流
会

14
日
▽
第
22
回
青
友
会
・
同
友
会

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

17
日
▽
金
融
審
査
会

18
日
▽
第
２
回
労
務
対
策
委
員
会

19
日
▽
第
２
回
と
ん
や
ま
ち
健
康

づ
く
り
実
践
塾

20
日
▽
㈿
山
形
流
通
団
地
来
訪

　
　

▽
同
友
会
・
青
友
会
第
６
回

合
同
交
流
会

　
　

▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
１
回

勉
強
会

22
日
▽
問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
８
千
日
達
成

24
日
▽
第
４
回
理
事
会

第
43
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日　

時　

11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

場　

所　

ア
オ
モ
リ
ボ
ウ
ル

（
青
森
市
安
方
）

参
加
料　

１
人 

１
，
２
０
０
円

※
今
年
度
か
ら
２
ゲ
ー
ム
開
催
と

　

な
り
参
加
料
も
減
額

定　

員　

90
名

　

①
最
低
賃
金　
　
　

　

時
間
額 
７
９
０
円

　

（
改
正
前
７
６
２
円
・
28
円

　
　

引
き
上
げ
）

②
改
正
時
期

　

２
０
１
９
年
10
月
４
日
か
ら

　
　

▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
３
回

街
頭
指
導

26
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
決
起
大
会

27
日
▽
県
団
協
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

３
日
▼
ク
ロ
ス
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
①

５
日
▼
ク
ロ
ス
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
②

11
日
▼
営
業
ツ
ー
ル
の
活
用
術

　
　

（
基
礎
編
）

12
日
▼
＝
Ｙ
＇ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
＝
①

19
日
▼
労
働
時
間
短
縮
術

26
日
▼
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
実
践
研
修

　
　

（
電
話
応
対
編
）

　

第
49
弾
と
な
る
今
回
の
経
済

雑
感
は
青
森
公
立
大
学
の
八
桁

理
事
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　

来
年
春
に
入
社
す
る
大
学
生

の
採
用
内
定
が
10
月
１
日
に
解

禁
さ
れ
、
県
内
企
業
で
も
内
定

式
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
大
学

生
の
就
活
は
今
や
空
前
の
売
り

手
市
場
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

本
学
で
も
、
今
年
の
４
年
生
の

就
職
内
定
率
は
、
９
月
末
で

88
％
と
昨
年
同
期
よ
り
５
・
５

ポ
イ
ン
ト
高
く
、
ま
た
、
こ
こ

３
か
年
の
就
職
率
は
各
々
99
％

を
超
え
、
直
近
の
平
成
30
年
度

は
99
・
７
％
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
高
い

就
職
率
が
続
い
て
い
る
中
に
あ
っ

て
も
、
各
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
支

援
に
力
を
注
い
で
い
る
。
こ
れ

は
、
今
後
の
景
気
減
速
や
就
活

ル
ー
ル
廃
止
に
よ
る
不
透
明
感
な

ど
が
要
因
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
実
際
、
大
学
で
は
ど
の
よ
う

な
キ
ャ
リ
ア
支

援
が
行
わ
れ
て

い
る
か
、
そ
の

主
な
取
り
組
み

を
本
学
の
例
で

紹
介
し
た
い
。

　

本
学
で
は
、

進
路
相
談
や
履

歴
書
等
の
添
削
、
面
接
対
策
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
こ
に
企

業
連
携
推
進
員
を
配
置
し
年
間

２
０
０
件
以
上
の
企
業
を
訪
問

す
る
と
と
も
に
、
県
内
企
業
約

３
０
０
社
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り

な
が
ら
学
生
と
企
業
と
の
結
び
付

け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
間

を
通
じ
自
己
分
析
や
業
界
研
究
、

面
接
対
策
な
ど
様
々
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
講
座
の
開
催
や
、
毎
年
30
社

を
超
え
る
県
内
企
業
を
訪
問
す
る

バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
平
成
28
年

度
か
ら
実
施
し

て
い
る
バ
ス
ツ

ア
ー
は
学
生
に

大
変
人
気
が
あ

り
、
受
け
入
れ

企
業
に
も
好
評

を
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

現
在
、
人
口
減
少
が
続
く
中
、

県
内
各
大
学
で
は
い
か
に
多
く
の

学
生
を
県
内
に
就
職
さ
せ
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
学
の
場
合
は
入
学
者
の

内
、
県
内
出
身
者
が
約
５
～
６
割

と
比
較
的
多
い
こ
と
や
細
や
か

な
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
に
よ

り
、
県
内
就
職
率
（
実
際
の
勤

務
地
）
は
約
５
割
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

今
年
か
ら
青
森
県
流
通
団
地
連

絡
協
議
会
で
は
、
春
と
秋
に
本

学
及
び
市
内
の
大
学
で
合
同
企

業
説
明
会
を
実
施
し
た
が
、
学

生
に
と
っ
て
は
、
一
度
で
多
く

の
県
内
企
業
を
直
接
知
る
こ
と

が
で
き
る
大
変
良
い
機
会
で
あ

る
。
最
近
、
大
学
内
で
企
業
が

個
別
に
説
明
会
を
開
催
し
て
も

な
か
な
か
学
生
が
集
ま
ら
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
同

で
説
明
会
を
行
う
こ
と
は
県
内

就
職
の
向
上
に
も
大
い
に
効
果

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
是
非
今

後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
つ
づ
く
）

2019年10月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 591 号 ⑶

青
森
県
の
最
低
賃
金
改
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経
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雑
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第
一
〇
〇
回

公
立
大
学
法
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青
森
公
立
大
学

理
事
長
　
八
桁
　
幸
男
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■パンフレット・ポスター・チラシ・ダイレクトメール・カタログ・カレンダー 等

■チケット・商品券・証券 等

■プログラム・記念誌・報告書・資料集・新聞・社内報 等

■コンピューター用帳票類・一般事務用帳票類 等

■各種封筒・案内状・挨拶状・名刺 等

■オンデマンド印刷 等

■W i n・Mac各種データ作成・変換 etc.
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•
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デモ機でＡＥＤ体験

専用テントで煙体験

水消火器で使用法を体験

三菱電機システムサービス㈱
青森サービスステーション　所長

松尾 誠  氏

こ
の
た
び
台
風
15
号
と
19
号
は

各
地
の
卸
団
地
に
大
変
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
▼
特
に
甚

大
だ
っ
た
の
は
、
15
号
で
は
㈿

横
浜
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
高
潮
被
害
。
19
号

で
は
㈿
須
賀
川
卸
セ
ン
タ
ー
が
団
地
全

体
の
水
害
被
災
で
す
。
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
▼
問
屋
町
内
の
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
未
踏
の
８
千
日
を
達

成
し
ま
し
た
。
死
亡
事
故
ゼ
ロ
推
進
運

動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
安
協
問
屋

町
支
部
の
皆
様
そ
し
て
組
合
員
の
役
職

員
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
転
話
題
。

今
回
は
歴
史
・
文
化
テ
ー
マ
の
第
３
回
、

青
森
県
の
水
神
信
仰
「
十
和
田
様
」
に

つ
い
て
で
す
▼
他
県
に
無
い
そ
う
で
す

が
津
軽
で
は
水
神
・
竜
神
の
こ
と
を

十
和
田
様
と
い
う
そ
う
で
す
。『
津
軽
の

民
間
信
仰
』
の
著
者
・
小
舘
衷
三
は
、

「
山
中
の
水
た
ま
り
を
十
和
田
様
と

い
っ
て
竜
神
を
祀
る
風
習
が
、
江
戸
時

代
に
す
で
に
あ
っ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
十
和
田
様
は
今
の
青
森
人
に
は
死

語
で
す
が
▼
十
和
田
神
社
は
津
軽
だ
け

で
は
な
く
南
部
地
方
に
も
あ
り
、
か
つ

て
は
、
広
く
青
森
の
民
衆
に
信
仰
さ
れ

て
い
ま
し
た
▼
小
舘
衷
三
に
よ
る
と

「
南
部
は
水
源
神
と
し
て
よ
り
も
、
海

上
安
全
・
除
災
招
福
的
な
傾
向
が
見
ら

れ
」「
津
軽
の
水
神
は
米
作
地
帯
の
た

め
か
、
岩
木
川
の
水
源
、
流
れ
に
関
係

が
深
い
」
と
し
、
こ
こ
に
も
南
部
・
津

軽
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
ま
す
▼
で
は

十
和
田
湖
と
十
和
田
様
、
十
和
田
神
社

の
関
係
は
、
と
な
る
と
学
問
的
に
よ
く

解
ら
な
い
み
た
い
で
す
▼tow

ada

は

ア
イ
ヌ
語
が
語
源
と
す
る
方
も
い
る
み

た
い
で
す
が
、
あ
ま
り
明
証
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
▼
私
は
、
呼
称
の
順
は
多
分
、

十
和
田
様
→
十
和
田
神
社
→
十
和
田
湖

と
推
察
し
て
い
ま
す
が
▼
そ
れ
に
し
て

も
「
津
軽
の
民
間
信
仰
」
は
面
白
い
で

す
（
藤
本
）

　

９
月
10
日
（
火
）、
第
７
回
問
屋

町
防
災
訓
練
が
問
屋
町
会
館
で
開

催
さ
れ
、
組
合
員
従
業
員
26
名
が

参
加
。
青
森
市
危
機
管
理
課
、
日

本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
、
青
森

地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
か

ら
指
導
員
を
招
き
、
訓
練
は
行
わ

れ
た
。

　

訓
練
で
は
当
事
業
を
担
当
す
る

大
平
環
境
対
策
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
参
加
者
が
２
班
に
分
か

れ
、
救
命
訓
練
と
火
災
時
訓
練
を

交
互
に
実
施
し
た
。

　

救
命
訓
練
で
は
日
本
赤
十
字
社

の
指
導
の
も
と
、
傷
病
者
の
反
応

確
認
や
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
手
順
を
訓
練
用
デ
モ
機
を
使

っ
て
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
学
ん

だ
。

　

火
災
時
訓
練
は
消
防
本
部
が
担

当
。
四
方
を
覆
っ
た
テ
ン
ト
の
中

に
人
体
に
無
害
な
煙
を
充
満
さ
せ
、

火
災
の
際
に
煙
で
視
界
の
悪
い
状

況
で
ど
れ
だ
け
動
き
が
制
限
さ
れ

る
か
を
体
験
。
そ
の
ほ
か
、
実
際

に
火
が
着
け
ら
れ
た
訓
練
用
器
具

に
向
け
て
水
消
火
器
で
放
水
。
消

火
器
の
使
い
方
や
消
火
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

青
森
市
危
機
管
理
課
の
総
括
で

訓
練
は
終
了
。
終
了
後
は
ア
ル

フ
ァ
米
な
ど
の
長
期
保
存
可
能
な

非
常
食
を
、
避
難
所
で
の
配
給
作

業
に
見
立
て
て
参
加
者
全
員
に
配

付
し
試
食
し
た
。

　

組
合
で
は
今
後
も
、
組
合
員
従

業
員
が
非
常
時
に
迅
速
か
つ
的
確

な
行
動
が
で
き
る
よ
う
防
災
訓
練

を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　

今
回
は
三
菱
電
機
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ

ス
㈱
青
森
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

松
尾
所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
三
菱
電
機
の
家
庭
用
電
気
製

品
、
電
気
ホ
イ
ス
ト
・
標
準
モ
ー
タ
ー
・

電
動
工
具
等
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

担
当
す
る
技
術
サ
ー
ビ
ス
会
社
と
し
て

昭
和
37
年
４
月
に
設
立
。
そ
の
後
、
取

扱
機
種
も
増
え
、
産
業
用
電
機
品
、
映

像
・
情
報
通
信
機
器
分
野
へ
と
幅
広
く

拡
大
し
、
現
在
で
は
従
来
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
務
に
も

力
を
注
ぎ
、
暮
ら
し
と
社
会
を
ま
る
ご

と
快
適
に
す
る
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
当
社
で
は
近
年
、
安
全
性
や
省
エ
ネ

に
配
慮
し
た
三
菱
電
機
の
家
電
製
品
で

『
家
ま
る
ご
と
オ
ー
ル
電
化
』
の
提
案
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
、
照
明
か

ら
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や
給
湯
器

ま
で
、三
菱
電
機
の
多
彩
な
家
電
商
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

家
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
お
客
様
の

快
適
な
暮
ら
し
と
省
エ

ネ
＆
エ
コ
ラ
イ
フ
を
両

立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
提
案
か
ら
ア
フ
タ

ー
サ
ー
ビ
ス
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
活
か
し
、多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　

自
身
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
受

付
か
ら
問
題
解
決
ま
で
を
よ
り
早
く
行
え

る
体
制
づ
く
り
を
心
掛
け
て
お
り
、
遠
方

や
繁
忙
期
で
も
３
日
以
内
に
作
業
を
完
了

す
る
こ
と
を
基
本
的
な
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
こ
れ
か
ら
始
ま
る
冬
場
で
は
、

故
障
し
て
製
品
が
停
止
し
て
い
る
間
に
凍

結
な
ど
に
よ
り
別
の
箇
所
が
更
に
故
障
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
今
か
ら
部
品
の
在

庫
切
れ
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
季
節
へ
の
対

応
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
ま
た
当
社
で
は

新
製
品
研
修
会
を
年

２
回
行
っ
て
お
り
、

新
た
に
追
加
と
な
っ

た
機
能
や
製
品
の
変

更
点
な
ど
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。
現
場
に

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
導
入
さ
れ
、
情
報
収
集

や
資
料
確
認
な
ど
で
活
用
し
な
が
ら
迅
速

に
そ
の
場
で
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
お
客
様
を
お
待
た
せ
し
な
い
こ
と

を
第
一
に
尽
力
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ズ

ン
の
切
り
替
え
時
期
は
ど
う
し
て
も
問
合

せ
が
殺
到
し
て
し
ま
う
た
め
、
エ
ア
コ

ン
な
ど
は
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
前
に
一

度
試
運
転
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
交
え
た
。

　

問
屋
町
の
印
象
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面

に
話
が
及
ぶ
と
「
事
務
局
で
は
様
々
な

講
習
会
に
加
え
環
境
や
安
全
対
策
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
旬
な
情
報
も

提
供
し
て
く
れ
る
の
で
大
変
勉
強
に

な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

ゴ
ル
フ
が
好
き
な
の
で
、
今
後
機
会
が

あ
れ
ば
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ゴ
ル
フ

を
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
楽
し
み
た
い
で

す
ね
」
と
微
笑
む
。

　

座
右
の
銘
は
「
有
言
実
行
」。「
目
標

な
ど
を
言
葉
に
出
し
た
か
ら
に
は
必
ず

守
ろ
う
と
、
常
に
自
分
の
意
思
を
強
く

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

（
58
歳
）
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